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機械力学・計測制

御部門委員長就任
に際 して

委員長 背戸 ―登

(防衛大学校)

今日、部門制の導入によって日本
機械学会の活動が一段と活性化してまいりました。その牽引車
となったのは第 1期部門委員長の長松先生を中心とする機械力
学部門の活動にあったことを誇りに思います。長松委員長に
よって財政基盤ができ、第 2期の原委員長によって活動の形態
が定まりました。第 3期岩壺委員長と計測制御委員会委員長の

河合先生のこ尽力によって、新しく機械力学・計測制御部門が
発足することになりました。そして、前委員長の鈴木先生の御
努力により5000名を越える部門登録者を有する大きな部門が

)鈴巽泳墓匙た警愚意猛た鐘柔2素量F讐喬曹冒需F墜掌T尋覆
先生に心から敬意を表します。

このような委員長の後任として、私が今期の機械力学・計測
制御部門委員長に選出されましたことは身にあまる光栄であり
ます。微力ながら金力を尽くす所存でおります。就任にあたり、
当部門に対する抱負を申し上げ、挨拶に代えさせて頂きます。

機械力学と計測制御の融合
自動制御の歴史は、1769年 にワットが蒸気機関の速度制御

のために考案した、遠允球調速器に始まるとされております。
回転機械が高速になるに伴って、速度に調速器が追従できなく
なり、制御不能になりました。この問題を解決するために制御
理論が起こったことは良く知られております。このように、初期
には今日の機械力学と計測、制御は一体になっておりました。

しかし、学問の発展や技術の進歩に伴って、機械力学と計測
制御はあまり交流する事なく個別に発展を遂げてきましたが、
その間、両者の間に興味ある交流も芽生えてきました。制御工

学の分野で古くから用いられていたナイキスト線図がモード解
析のカーブフィットに活用されたり、伝達関数解析器がFFT
アナライザヘと発展したのがその例です。一方、実測された多
自由度系の周波数応答から伝達関数を数式的に求めることは制
御工学の分野で懸案となっておりましたが、これが実験モード
解析の分野で実現されました。
そして、最近になって機械工業界において急速に機械力学と

計浪1制御の融合が求められるようになってきました。理由はい

るいろ有りましょうが、何と言っても高性能化の要求から機械
装置に制御装置が組み入れられることが一般化してきたことが

挙げられます。機械を制御するには、その機械のダイナミック
スを知り、制御系設計のための機械のモデリングが不可欠で

す。これは機械力学で以前から培われてきた分野です。機械力
学と計測制御は、車の両輪として相互補完が求められ、両者の

交流と融合がますます求められるように息ゎれます。このよう
に、時代の要請に答え、また時代を先取りするかのごとく我々
の部門が発足したことは誠に日寺期を得ていると言えましょう。

しかしながら、両分野に属する会員の活動してきた過程は多
少異なりました。一日も早 く、当部門に属する会員が一体と
なって活動できる環境を作るのが、私に課せられた任務である
と考えております。皆様のご協力をお願いいたします。

新しい設計工学をめざして
その活動の一環として、 (lst MOVIC)を 横浜において

開催致します。現在、外国と国内から各々約100編、計200編
の参加申し込みがあり、大きな反響がありました。制御理論お
よび応用に関する世界の最先端で活躍する研究者の特月十騰演、
チュウトリアル講演も企画しておりますので、計測制御の分野
の会員の積極的参加を期待しております。
Dynamics and Design COnferenceの名称で毎年 7月 に

開催される部門講演会も、今年は鈴木前委員長のもとで北海道
で開かれます。ダイナミックシステムの解析と設計は、機械力
学・計測制御の共通の主たるテーマです。優れた機械の開発の
ためには、両者の交流を密にしてダイナミックスをベースにし
た新しい設計工学を構築することこそ必要です。その意味で、
今後もこのテーマで開催される部門講演会を一層発展させて行
きたいと考えております。

活力ある部門運営
部門活動の柱は、研究活動の活性化、情報交流と会員サービ

ス、将来を見越した新企画であると考えております。幸いに研
究活動の成果は研究発表件数の増加によって現れております。
その成果をやさしく解説し、普及するための「やさしいシリー
ズ」講習会を新たに企画したいと考えております。企業の新入
社員教育にも役立ちたいものです。v― BASEは当部門が
放ったヒット企画だと思います。いわば失敗事例とその教訓の

収録ですが、部門員の奉仕と協力の精神無くして出来るもので
はありません。このような有益な企画をどしどしご提案下さい。
部門の運営に当たり、皆様の積極的なご参加とご協力を,と、よ

りお願いいたします。
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部門委員長の退任に当たって
鈴木 浩平

(東京都立大学)

思えば文字通り、アッという間の一年でした。前機械力学部

門において、岩壺委員長の下で副委員長としてお手伝いしてい

たので、ある程度は部門の仕事に慣れていたとはいえ、実際に

委員長になってみるとその任務の多様さ、企画・運営の難しさ

には正直云って私の能力を超えるものでした。それでも何とか

頑張ってこれたのは、野波幹事の昼夜分かたぬ大変な御尽力

と、運営委員会の各メンバの御協力があったためで、心から御

礼申し上げます。

特に今期は、機械力学分野と計測・制御工学分野との合併に

よる初めての運営でありましたが、その特徴を十分には出し

切っていないなど、今後の課題が数多く残っていますが、 3位

までの登録会員数が5300人 という文字通りの基幹部門 (流体

工学部門に次いで 2位)と なることができ、学会内の全20部門
の中でも常にその活動が注目されております。その意味では、

本部門のことだけを考えるのではなく、他部門や他学会との協

力・交流を進めることも今後はますます重要になってきてお

り、実際、例えばロボティクス・メカトロニクス部門などの合

同企画も行えるようになりました。

幸いにして、機械力学と計測制御の分野には、若く、魅力に

浴れた活動的な研究者や技術者が次々に育っていることは願わ

しい限りです。今後も、宇宙の時代といわれる21世紀を目前に、

真にglobal学会活動の展開をしていただけるように、背戸委

員長を中心とする次期委員会にお願いをして、退任の挨拶とさ

せていただきます。御支援、御協力を本当にありがとうござい

ました。

ハイテクシリーズ「体感シミュレータ」

中田 毅

(工業技術院 機械技術研究所 )

シミュレータは実在する現象や環境、

あるいは実在するシステムの有する機含ヒ

などを模擬する装置として、これまでに

も研究 。開発用、教育・訓練用そして試

験・実験用などさまざまなシミュレータが開発され、化学技術

や諸工業の発展に多大な貢献をしてきた。これらのいわば化学

・工業用シミュレータはいずれも実在系を対象にして、前述の

現象、機能などを忠実かつ再現性よく模擬することが重要な使

命となっていた。しかしながら、工業化社会から情報化社会ヘ

の転換がいわれるように、あらゆる面で人間の欲求の多様化が

強まり、宇宙遊泳など従来人間が容易には体験できない世界や

空想の世界を自分自身で体験してみたいという欲望も増大し、

従来の科学・工業用シミュレータの視点とは異なり、人間の五感

にうったえる感覚的なシミュレータ、すなわち体感シミュレー

タがレジャー産業を中心にして人間社会の中に浸透してきた。

写真 1 フライ トシミュレータ (提供 三菱重工業)

写真 1は、航空機の飛行特性をリアルタイムで事前評価し、機

体形状および飛行制律Ⅱ則を設定するためのフライトシミュレー

タで、コックピット内でパイロットが操縦装置を操作すると、

その信号を用いてイメージジェネレータで自機からみた全周視

界と航空機を表示し、 ドー各内に映像を作り出す。従って、操

縦者はあたかも自分がパイロットになった気分で、自機を意の

まま(?)に操ることができ、臨場感を高めるエンジン音にひた

りながら、時として地面への激突など現実にはあってはならな

い恐怖を味わえるなど航空機好きや、パイロットに憧れをもつ

人々の要求を満足させよう。ただしぐこれはあくまでも研究開

発用であり、高性能操縦訓練用シミュレータとしての利用も期

待されるが、一般には公開されていないことをつけ加えておく。

このシミュレータはヨンピュータグラフィックスと音響を中心

に臨場感を高めているが、これにダイナミックな振動などを加

写真 2 スキー体感シミュレータ (提供 カヤバエ業)

えて演出効果をあげている例が写真2に示すスキー体感シミュ

レータであり、いながらにしてスキーの醍醐味を安全かつ容易

に満喫できる。この例のようにダイナミックな動揺感覚を与え

るモーションベースは、より微妙な動揺感覚を満足させるため

当初の 3自 由度から写真 3に示すような6自由度へ移行する傾

向にあり、地道な進歩をみせているサーボ技術が大きく貢献し

ている。このモーションベースを利用すればソフトを交換する

ことにより様々な体感シミュレータを実現できる。

写真 3 6自 由度モーションベース (提供 サII崎重工業)

このように体感システムは先に述べた多自由度モーション

ベースなどのサーボシステム技術と、近年進歩の者しいコン

ピュータ技術、実写技術および画像処理技術などを巧みに融和

させた総合技術の成果を背景に実現したものであり、スカイダ

イビン分瞑掏本験装置、医療分野における患者の健康診断 (例

えば循環器系の状態を調べる脈波触診 トレーエング用シミュ

レータ)をはじめとして、様々な分野に登場しつつある。

今後は、今までの視覚、聴覚、触覚 (動揺感覚)などに加え

て臭覚、温覚など人間が敏感に反応する多くの感覚をとり入れ

ることにより、一層臨場感を高めたシステムの開発が進められ

よう。

'?41 ,■必トレエi

(装代 争政■



サージングからロボットまで

藤井 澄二

(富山県立大学)

大学の学生の頃は私は流体が好きで、鈴木茂哉先生のもとで

卒業研究をしておりました。しかし、卒業の少し前に鈴木先生

から当時地震研究所長をしておられました東大航空研究所の兼

任所員でもあった妹沢克ll佳先生に紹介され、先生のもとで大学

院学生として航空機の振動の研究に従事することにきまりまし

た。ところが当時は戦時中でしたから卒業と同時に軍隊に取ら

れ、数ヵ月訓練を受けた後技術将校として第二陸軍航空技術研

究所に配属されたのです。

この研究所は航空発動機の研究をしている所で、私は高高度

を飛行するのに必要なタービンスーパーチャージャーの研究を

担当させられ、飛行試験や地上での耐久訓験、性能訓験などに

3年近く従事しておりました。この間私たちを最も悩ませたの

つほ3手ビ5'歩示垂≧写客と晃彗通奈縁辱尋罹鋲を愁乞i塚否

ままの状態ではとても運転は続けられなくなるのです。その頃

までに日本でも米国でもサージングに関する研究はかなりたく

さん発表されていましたが、その発生機構は分かっていません

でした。

昭和20年 8月 に戦争が終わり、私は召集解除になって、当時

所長をしていた中西不二夫先生のお世話で研究嘱託として航空

研究所に入れていただくことができました。私を指導して下さ

るはずだった妹沢先生はその前年に病気でなくなっておられ、

指導する先生の無い研究室で毎日を過ごすようになりました。

研究題日は自分で捜さねばなりませんっいろいる考えた末、大

学時代には流体に興味を持ったこと、卒業後は振動の研究をす

ることになっていたこと、軍隊ではサージングに悩まされたこ

となどから、このサージングを流体振動として研究してみよう

という気持ちになったのです。

メまず従来のいろいるな学説をサージングについて分かってい

る多くの性質に当てはめてみると、いずれもその一面しか説明

できないことが明らかになりました。そこで管路内の水の′贄l生

と容量にポンプの特性を入れて振動方程式を作ってみると振動

の成長の条件が、また逆流特性を含んだポンプの特陛の非線形

性まで考慮すると複雑で多様なサージングの性質がきわめて良

く説明できる理論を組み立てることができました。これらの結

果をかっての恩師の鈴木先生に見ていただくと、ぜひ学会で発

表するようにとすすめらイム 日召和21年 7月私は初めて機械学会

で講演をすることになったのです。

幸運なことにこの発表は流体機械や振動の専門家の方々から

評価され、いろいるなグル=プに入れていただくことになりま

した。その一つに沖巌先生が指導しておられた水車研究部会が

ありました。水草研究部会で当時取り上げたテーマに水車発電

機の振動があり、問題のある発電所q一っとして山梨県の八ツ

沢発電所の調査が行われました。この発電所では水車入国のス

ルース弁の開度をごく小さい状態のままでおくと、水草を運転

していなくても、水圧鉄管内に片振幅がほぼ落差に相当する位

の大きな周期的水圧変動が生ずるというのです。この発生の原

因についてはキャビテーションだという意見が強かったのです

が、私は弁の性質から起こる自励振動だと思い、その理論を考

えてみました。その結果、直前の圧力が上昇すると開度が減少

するような性質の弁が管路の一端の取り付けられていると管路

内の水柱に自励振動が起こり、しかもその定常的な波形は長方

形または階段状になるという結論を得ました。当時私の助手を

していた喜山君が実験によってこのことを裏付けてくれた時は

大変嬉しかったものです。

私は昭和22年に東大工学部機械工学科に移りましたが、昭和

28年に新制の大学院が開設されてからは多くの優秀な人たちが

研究室に入ってきて振動の研究で成果を挙げてくれました。パ

ンタグラフ架線系の振動、地震応答、熱による気性の振動、沸

騰に関係した振動、熱による梁や弦の振動、二軸貨車の運動と

脱線などです。     ｀

話は少し前に戻りますが、私は制御も振動も動的過程を取り

扱うという点で同じだと考えていましたので、工学部に移った

時から言われるままに引き受けて自動制御関係の講義を始めて

おりました。そのようなことから大学院でも制御関係の研究を

する人も入ってきました。特に昭和30年代には人間の制御特性

に関して良い研究が出たと思っております。私自身はこの頃は

原子力に関係してバイラテラルの遠隔操作マスタースレイブマ

ニプレーターに興味を持っていました。ところが30年代末頃に

ミニコンピューターが出始め、研究室でも使えそうな状況に

なってきたので、マニプレーターのコンピューター牛聴]、 いわ

ばロボットの研究を始めたいと考えるようになりました。

二次元視覚を備えた移動ロボット (1979年 頃)

昭和40年に入ってきた大学院学生の一人がこの問題を取り上

げてロボットの牛J御、特にバイラテラル需1御について大きな展

開を示しました。そしてそれ以来私の研究室では次第にロボッ

トを専攻する大学院学生が多くなったのです。これらの人々

は、一対の腕の協調制御、動的制御、視覚フィードバ ノヽクによ

る制御、立体視覚、視覚を備えた移動ロボット等次々と成果を

挙げて行きました。

このように私の研究室にはすぐれた大学院学生が次々と入っ

てきてDYNAMICSの分野で立派な成果を挙げて出て行きま

した。私はこれらの人々を指導したというよりはむしろ教えて

もらったと感じており、充実した気持ちで大学教員として過ご

せたことを感謝しています。
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研究室紹介

科学技術庁 航空宇宙技術研究所

宇宙研究グループ

中村 嘉宏

航空宇宙技術研究所 (航故研)は、調布市と二鷹市にまたが

る自然には恵まれている東京郊外にあります。職員が昼休みの

散歩、ジョギングの途中、緑や四季の花々を楽しめる深大寺お

よび神代植物公園は同じ町内で、隣の運輸省船舶技術研究所を

はじめ近くにいくつかの国立研究所があります。現在、航技研

には管理部以外に12の研究部 /グループ (空気力学部、構造力

学部、熱流体力学部、数理角平析部、空力性能部、機体部、原動

機部、制御部、飛行実験部、新型航空機研究グループ、宇宙研

究グループ、角田支所)があります。宇宙研究グループは研究

員30名、13の (サブ)研究グループで構成されています。その

任務は、我国で求められる宇宙での活動を可能にし、性能向上

に役立つような技術、システムの基礎的研究を先行的に行うこ

とと考えております。研究対象はグループ発足当初は打ち上げ

ロケット関係が主でしたが、次第に人工衛星関係へと移ってき

ました。常に実用を念頭に研究を進め、技術、システムを宇宙

で実証する打ち上げ実験の機会も捉えるよう′Ёttけています。

宇宙開発事業団や他研究機関との研究開発協力も重要です。例

えば、宇宙開発事業団、電子技術総合研究所と協力、2mN水

銀イオンエンジンを開発 し、宇宙実験 (ETS-111)に よって

貴重なデータ、経験が得られました。その他の研究したシステ

ムで、スキャン型地球センサ、磁気軸受フライホイル、伸展展

開機能実験ペイロードが衛星搭載実験を細験しました。現在の

研究テーマは、最近の宇宙開発の傾向を反映して多種多様であ

ります。ここでは、その一部のみ、衛星の大型化、長寿命化、

高精度化といったことに寄与する基本的な技術の研究に絞り内

容を簡単に紹介します。この外に、宇宙ステーション計画に関

連して、伸展型実験台、テザー技術、太陽熱発電、畿挙重力下

の流体、水・ガスの再生技術、閉鎖生態系生命維持技術など興

味ある研究対象を多数抱えています。

[宇宙用軸受の研究] 人 E衛星、惑星探査機など宇宙機器に

は、多くの駆動機構が搭載されています。これらの駆動機構に

使われるころがり軸受、歯車などは固体潤滑剤で潤滑されま

す。宇宙では故障した機械の修理はできませんから、駆動部は

長寿命と非常に高い信頼性が要求されます。どのようにしたら

これを実現できるか ?潤滑膜の形成から、宇宙使用環境での長

時間試験、表面分析を含めた評価法など研究しています。写真

は超高真空ころがり軸受試験機で、 1つの真空槽の中に4台の

ころがり軸受試験機が収められています。

[人工衛星の姿勢制御の研究] 通常、人工衛星は宇宙空間で

のさまざまな外乱に対して一定方向を向くように、その姿勢を

制御することが必要です。人工衛星は、
″
オイラー角で代表され

る3軸まわりの姿勢運動を行います。、しかし、地上でこれを実

現することは地表での重力の影響のために容易ではありませ

ん。写真はこのために、 1軸まわりの運動だけを実験室で模擬

写真 1 超高真空軸受試験機

する装置で、空気の静圧で浮上させることによって宇宙空間で

の運動を実現することができます。さて、標準的な姿勢制御技

術はすでに1980年代初頭に、我国でも完成された技術です。

(ETS lll)。 この実験装置を使って、将来の人工衛星のた

めに、 《大型人工衛星の姿勢制御と 《マニピュレータをもつ人

工衛星の制御》の研究を行っています。日ll者は大型の太陽電池

パネルの構造振動の制御と姿勢制御を同時に行うことが目的

で、ETS― Vlll欧州衛星で実験を行う予定です。また後者は、

宇宙空間で自律的な作業を行う人工衛星をめざすもので、マニ

ピュレータの制御と姿勢制御を同時に行うことが目的です。

[ラ ンデブ・ ドッキング技術の研究] 宇宙で 2つの宇宙船を

写真 2 太陽電池パネルの振動制御実験

接近させ、結合させる技術は宇宙船に物資や燃料を1甫給した

り、宇宙船を修理したりする上で必須の技術です。飛行シミュ

レーターを利用して、宇宙船を地上から遠隔操作して、結合さ

せる技術を研究しています。宇宙船の軌道要素を与え、目標宇

宙船のテレビ画像をコンピューターで生成し、距離、姿勢を計

器によって表示させ、それらを操縦者が見ながら、左右 2本の

スティックにより3次元6自 由度の操縦をする。アクチュエー

タがON-OFF力 /ト ルク制御であることと、伝送路による画

像、情報の遅延 (約 1秒)のため、操縦は極めて難しいもので

す。安全かつ容易な操縦システムをつくりあげるために、操縦

支援機能、各種センサの研究も重要です。
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写真 3 ランデブ操縦模擬実験

[イ オンエンジンの研究] イオンエンジンは、推進剤を放電

でイオン化し、静電的に加速して推進力を生み出す電気ロケッ

トであり、従来の化学ロケットに較べ格段に比推力 (推力 /推

進剤流量)が高く、推進剤を大幅に節約できます。現在は、 2

RDセ ミナー今昔

■新しい波は確実に、静かにやってきた一

荒木 嘉昭

'                     (九
州工大 )

あ―るでぃのあ あれあれっと思うP日]に、12年にもなってし

まった。最初は岩壺先生のお誘いで顔を出して、初めて聞く

ロータの話が難解で、椅子を暖めただけだった。その後、田中

先生のテニス好きに乗せられ、神吉さんや藤川さんのお人柄に

惹かれ、斉藤さんの哲学的発言を楽しみに、ラケットを持って

出推‖ナる研究会は、家族公認の恒例行事となってしまった。

あ―るでぃのでぃ ディレッタントの私には議論の中身まで

は分からない、その代わり射はかいてても雰囲気位は分かる。

始めの頃は30人程度の人数ながら、抄録される論文も実にしっ

かりしたもので、迫力ある議論が展開され感心させられた。

セミナーのセ セウションは食後が一段とすばらしい、酔っ

て大声となるT教授、大きな頭を縦に振って一人で納得するM
さん、浴衣の胸をはだけ鼻をつまむ癖のサ トーさん、真っ先に

酔い潰れて寝るAさん。その横で白熱する技術論、まだ昼間の

論文をこき卸している理屈上戸もある、朝の7時までのつわ者

もあった。始めの頃の懐かしい人も今はすこし減った。

トン級、寿命10年の静止衛星の南北位置保持に用いることを目

標に、キセノンを推進剤とするエンジンの研究を行っていま

す。主要な研究項目は、供給キセノンの内イオンビームとなる

割合を上げ、かつイオン生成電力を減らす《高効率化の研究》、

およびミッションに必要な長期の作動に耐えるエンジンの設計

製作と評価を行う 《耐久化の研究》です。必要とされる 《試験

装置、技術の開発》も研究として進めています。高真空中でエ

ンジンの地上作動を行うため、低費用で長時間運転を可能とし

た新方式のクライオシステム、また、イオンビームやスノギッタ

物質の拡がり測定法、二価イオンの割合測定法などを開発しま

した。さらに、将来の大型宇宙構造物の運搬等に有用となる30

cn級大型エンジンの研究も始めています。

写真 4 25m Nキ セノンイ左ンエンジン

将来は研究している各システム、技術を有機的に結合し、利

用する有用な総合的ミッションを計画したいと願っています。

「ベスト・プレゼンテーショ
『よし、来年は戴きだ !』 背中が語る乾杯まえ」

ロータの回 ロートルの私に、この会合は実に多くの出会い

を与えてくれたが、ある若い人は「正直な所、役に立つ論文は

少ないです、でも論文の読み方や研究の方法など、大変勉強に

なります。Jと言った。そんな若手の人数が、ここ数年急増し

て昨年の参加者は80人にも達し、矢鍋先生のカメラでも、 5枚

以上の組写真でないと、実体をお見せできないでぃあ―る。

5
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在外研究報告

Queen's University at
Kingston in Canada

須田 義大

(東京大学生産技術研究所)

昨年の 3月 より、 2年間の予定でカナダOntario,1寸 、

KingstonにあるQueen'S大学に滞在している。カナダ

というと、バイリンガルの国のイメージで、フランス語

は大丈夫ですか、と聞かれることもあるが、ここは名前

が示すように英語圏である。

Kingstonの地名を聞いて、その位置を直ちに思い浮

かべる人はほとんどいないのではないかと思う。私自身

も3年前、ここで開催された国際会議に参加するとき、

地図でようやく探しあてた言き隠がある。Ontario湖がSt.

Lawrence川 に流れ込む所に位置し、なんとカナダ建

国時の首都である。そのため、歴史は新しくて比較には

ならないが、京都とか鎌倉のような古都であり、由緒あ

る建物が沢山ある。サラダドレッシングで有名なThOu
sand lslandに も近 く、別荘地の一画でもある。東京

育ちで六本木に通う私にとってはリゾート地に住んでい

るみたいで夢の様な一年であった。

大学での研究については、機械工学科の学科長でもあ

り、私がお世話になっているAnderson教 授の記事に

譲り、雄大なカナダの自然とトピックスを主に紹介した

いと思う。大学での印象的な出来事は、一つは日本から

持参のノートパソコンが、着いて早々、ヴィールスに感

染したことである。アメリカよりも “安全"と言われる

カナダでも、免疫がないため直に感染してしまった。研

究室のワクチンにより大きな被害がなくて済んだのは幸

いであった。また、昨年は奇 しくも大学創立150周 年で

あり、チャールス皇太子とダイアナ女己がTorOntoよ り

船で大学に訪れるというビックイベントにも恵まれ幸運

であった。

Kingstonの 自然の豊かさは、野生動物とお、んだんに

接角虫できることで分かる。 リスやウサギは当たり前であ

り、ちょっと郊外を ドライブすればシカやビーバーを見

ることができる。私たちが驚いてカメラを向けると、カ

ナディアンは不思議そうな顔をする。日本人は極めて少

ないため、日本食の買出しには200kmの “ちょっとした"

ドライブでTorOntOや Ottawaに でかける。夏には、H
udson湾河口にあるイギ リス人のカナダ最初の開拓地、

MOOse Factory lslandま で足をのば したこともあ

り、車の走行距離は既に 2万キロに達した。

一方、内陸水路が発達 しており、レジャーヨットが通

る度に開閉橋が開き、自動車を待たせる優雅さもある。

船を水ごとエレベータで持上げるリフトロックとか、湖

のほとりの別荘に泊まっている水上飛行機を見ると、今

年の夏はこれらを試してみたい衝動にかられている。

冬の寒さは、最高気温が -20度を記録 し、Ontari醐

も凍るという凄じさであるが、家中暖かくむしろ日本よ

り快適である。そして、飾り付けの奇麗なクリスマス

シーズンは目を楽しませてくれた。スキーはクロスカン

トリーしか出来ないため、家族でもっぱらスケー トを楽

しんでいる。四季を通 じて、といっても夏と冬しかない

が、 1年中楽しむことには事欠かない。そのため最近で

は、日本の生活に復帰できる力洵とヽ配になってきている。

クリスマスにAnderson教 授宅へ招待いただいた時



外研究動向の紹介

VEHiCLE DYNAMICS RESEARCH
AT QUEEN′ S UNIVERSITY

Ronald」 .Anderson
Departlment of臣鉦echanicalEngineering

Queen's Un"ersity
Kingston,OntariOCANADA K7L 訟ヾ 6
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ln Canada,Queen's University is knOwn as a

centre of transportation research.This reputation is

largely the result of work in the railway field which

has been carried out by the Canadian lnstitute of

Guided GrOund TranspOrt(CIGGT),an institute lo―

cated on the campus of Queen's University in King―

ston. They, wOrking with faculty members Of

Queen's,have conducted research into all aspects Of
railway operation ranging froni transpOrtation eco―

nヽomics to MAGLEV studies,
Many academic departinents within the univer―

sity beneFit frorn cooperative research programs

with CIGGT.The Department ofふ /1echanical Engi―

neering is called upon whenever there is a need for

a Vehicle Dynamics cOmponentin a CIGGT prOject.

This has led to the deve10pment of a program Of re―

search into RAIL VEHICLE DYNAMICS within
the Oepartment over many years.

In additiOn tO research intO Rail /ヽehicles,

there has been a great deal of、vOrk done On ROAD
VEHICLE DYNAMICS in the more recent past.
This has been done mainly fOr the Canadian H五 li_

tary and has led to the deve10pment of a protOtype

active suspension fOr off_road vehicles

ln the f0110wing,short descriptions Of individu―

al research topics are given.These are current inter―

ests to which effort is now being directediSome are

,Well established and others are just beginning.

″ [アルTr】ODr DrⅣた〃rcs
Since much Of the research effOrt in the field

of vehicle dynamics invOlves cOmputer sirnulatiOn

studies Of cOmplex mechanical structures,many
groups are actively deve10ping soft、 Arare packages

which have the feature of bOth deriving and sOlving

the gOverning equatiOns― Of_inotion for the user,
Such packages are called W[ultibOdy Dynamics

(MBD)codes,
ふ/1ultibOdy Dyna■lics research at Queen's has

led tO the development of three sOftware packages

which｀ differ in their basic apprOach tO the deriva―

tion of the equations― of― rnotiOn. TwO are fully non―

linear and currently less developed than the third.

The approach which has seen the most deve10pment

is embOdied in the A'GEM(A＼ utomatic Generation
of Equations― Of―ふ/fOtiOn)cOde.The methOd used here

generates equations― of-140tion using the assumptiOn

that geometry is linear(i.e,Srnall angle assurnptiOns

are made)whereas there may be force producing el―

ements(eg. Shock absorbers)WhiCh have non― linear

characteristics.The equations are derived using a

■linirnal set of coordinates and allow easy handling

of holonOmic constraints.There is a Rail たヽehicle

Dynamics version of A'GEM and a Road Vehicle
verslon,

STββRИBLβ RИ rL〃И r yβ″rてァ/明港

The analysis and design of fOrced_steering rail_

way vehicles has been One of the rnain efforts under―

take♀ at Queen's in the area of railway dynamiOs.A

local cOmpany,the Urban Transportatin Deve10p―

ment CorporatiOn(UTDC),deSigns and manufac_
tures steerable transit vehicles.This gives us the op―

portunity to get invOlved in the analysis.

Many different concepts for steering the vehi―

cles have been studied over the years and a success―

ful product has been developed fOr the urban transit

market,NO、 v,attention is turning towards the devel―

opment of a high― speed train for North Arnerican

use.PopulatiOn densities in NOrth Arnerica,particu―

larly in Canada,make it necessary to consider a

high speed system which is relatively inexpensive

We are currently looking at the possibility oF de―

signing a light weight,steerable high speed train

、、Thich wOuld be able to operate oi a rail system of

approxirnately the same quality now used in Norh

Arnerican passenger systems, Such a train wOuld

not reach the speeds now achieved in」 apan Or Eu―

rope but郡′Ould be significantly less expensive.

ИθTr7β sysPβⅣSrOⅣ sr入写TβルrS
All Of Our ttrork tO date in the area of Active

SuspensiOns has been done for rOad vehicles.The ap―

plicatiOn of active suspensions to rail vehicles is be―

ing considered for future projects,

Over the past fewv years,、 ve have developed and

installed a protOtype active suspensiOn fOr Off_road

vehicles on a srnall four wheel drive vehicle This is

a hydraulic suspension with preview cOntrol. The

incotling grOund prOfile is sensed with ultrasOnic

transducers and this informatiOn is used in the ride

control strategy. The system is currently under_

going tests.

Future effOrts in the road vehicle area、 vill be

aiined at developing an Off_road four_、 A/heel steering

system.
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振動 と私 いることはあまり無いことで しょうか。 し

かし世間で嫌われている振動は私にとって

大事なものです。その理由は人とのつきあ

いを広げて くれたことと問題を解決できた

ときの感動をあたえてくれることです。人

のつきあいでは依頼業務では営業の方や客

先の技術者の方と知 りあえました。研究業

務だけではなかなか出会う機会はなかった

と思います。また、ここ数年欠かさず参加

しているRDセ ミナとVCセ ミナでは、学

会論文で名高い先生とお会いできます。私

も研究員の端 くれとしては論文をもっと投

稿せねばとこのときばか りは刺激されま

す。

問題解決の感動 としては、小さな改良で

もこれまでビリビリ振動 していた機械が振

動 しなくなるわけで、何ともいえないもの

があ ります。特にCAE技術では、現象オ

モデル化 し、視覚的に見ることさえできオし

ば解決に一歩近づいたといえます。非線形

などの難 しいモデル化まではなかなかやり

えませんが、小さな情報機器から大きなエ

作機械まで対象とすることもあり、それだ

けにやりがいのあるテーマです。

現在興味のあることは、振動を制御する

ための装置をどうにか して自分で作れない

かということです。そのためには,ア クチュ

エータ、センサ、制御手法などいろいろや

らなければいけません。私の中で振動への

情熱が徐々に伝播 しつつあります。

浜松 弘

(lttl安 川電機 基礎研究所)

私 は、 現在CAEセ ン

タという部署でメカ トロエクス機器の振動

の解析と実験業務に取 り組んでいます。振

動とのつきあいは入社以来 8年 ということ

になりますが。大学時代の質点とばねの試

験問題がいまでは懐か しく思われます。

さて、CAEセ ンタでの仕事は、研究業

務に加えて受託解析業務があり社内外から

解析・実験の依頼が多いのです。なぜ多い

のかと、振動は機械につきものであること。

また、振動に関して設計時か ら考慮さガ生て

会員の声

上田 潤子

(国 産 自動車lttl テクニカ

ルセンター車体実験部)

私は入社 してか ら実験

部門で自動車の性能を評価するために必要

な計測技術・装置の開発を担当 していま

す。

入社 した年に私に与え られたテーマは、

「ある気体の流量を走行状態で精度良 く測

れる装置」を開発することで した。まず、

依頼部署で現在の問題点、装置に求める性

能、装置を適用する実験の様子を教えてい

ただきました。この時には、計測対象につ

いて充分な知識がなかったため、市販の流

量計を正 しく選定すれば、解決できるテー

マだと思いました。そこで、流量計測に関

する専門書数冊から市販されている流量計

の原理10種 類程の長所短所を調査・整理

し、ある原理のものを一種選び出しました。

入社 2年 目に、その流量計を販売 してい

るメーカから技術的ア ドバイスをいただき

ながら試作が始まりました。この時のメー

カの話では、今回測ろうとしている気体の

流量を計測 した実例はないということでし

た。 2人で開発を行っていたのですが、実

際に作り始めてみると予測 していなかった

問題、最適な仕様を決めるための課題があ

り、この問題・課題を解決するための調査、

実験が 6ヵ 月位続き、ようやく、台上で使

える装置ができました。その後、依頼部署

と共同で精度確認のため、装置を使う実験

場で私 も作業着を身につけて実験を行い、

依頼部署でこの実験結果を見て、はじめて

「役に立つものを開発 してくれてる」とい

う印象を もって もらえるようになりまし

た。

3年 目には、更に技術的な課題が解決さ

れ、この試作品は走行実験にも適用できる

ようになりました。また、この年には、こ

の開発で協力 していただいた方々と共に部

門内で有効賞をいただ くことができま し

た。

まだ、入社 3年 目ですが、開発テーマと

職場の方々に恵まれていたこと、必要以上

に焦ったり気負ったりせず、自分の足 りな

い部分を補 うために勉強 し、 1つ ずつ確…
‐ヽ
市―

に積み上げていったことが今回の成果につ !

ながったと思います。

また、この開発を通 して、依頼主に喜ん

で使ってもらえる技術や装置を開発するこ

との大切 さ、難 しさ、嬉 しさを実感するこ

とができました。

これか らも、このことを忘れず、依頼主

が喜んで使 ってくれる技術・装置を開発す

るために自分を磨いていこうと思います。



高専の昨今

川崎 義則

(有 明高専 )

30年前、 「高専」とい

えば、市民か ら「鉱泉 ?温 泉がでま した

か ?」 との応答。現在、やっと説明不要と

なりましたが、我が国の高度経済成長と同

期 して発足 した高専制度 も、その後の社会

環境の激変により、その存在意義の再確認

の必要性さえ問われる昨今です。

私、有明高専の一期生で、卒業後 4年の

企業勤務、 1年 の大学研究生を経て、母校

に勤務、現在に至っており、 ロバス ト適応

制御とその機械システムヘの応用に関する

研究に従事 しています。

|1全房近、本校では「高専維新」という言葉

をよく聞きます。昨年の高専設置基準の大

幅な改正により各高専の特色を生かしたカ

リキュラム、教育内容の構築が可能となり、

本校でもその作業が進行中ですが、維新の

中心となるものは何かが問題です。実践的

な技術者養成という当初の目的は社会であ

る程度認知されたことは事実ですが、即戦

力に重点を置 くあまり視野の狭い、応用力

の乏 しい技術者を送 り出してはいなかった

かの反省も一方ではあります。

さて、最近、TV等 で、あるテーマで夜

を徹 した討論が激論に近い形で行われてい

ます。 しかしこの種の討論、実際から遊離

した言いっばなし聞きっばなしの、あと味

の悪い感 じだけが残るのが多いようです。

同時に、世の中、イメージ先行で頭の中だ

けが先走りし、工科系卒者の製造業離れが

進み 3K等 の新造語 も生まれる始末です。

ここに私には、高専維新の一つのヒントが

あるように思えます。私は、授業を通 じて

学生諸君に盛んに「3Kと は何事ぞ !」 と

伝えています。それは、 「諸君が物から離

れ、 3Kを 嫌い、避け、 3Kの 外か ら3K
を批評 しているうちは 3Kは な くな らな

い。 3Kの 中に飛び込み、ただし3Kに 埋

没せず、 3Kを なくす方策を考え、実行す

る中心的な存在になって欲 しい」ことを説

いています。同 じことが高専の教師にもい

えます。授業時間、クラブ活動、寮生活等

学生生活の指導に大学の先生方と比較にな

らぬ程時間を費やされる現実ですが、これ

を雑事ととらず、ある面では、15歳から20

歳までの若い学生の人格的な基盤にさえ影

響を与え得る重要な仕事として、より広い

観点か らの暖かい指導方法を模索すべきと

考えます。毎年の工科系卒業生の量的比率

は、大卒10対 高専卒 1で 、少数派であるこ

とは事実です。高専卒が、例えて言えば、

大型力士あら、れる大相撲の中で、ハー ド的

ハ ンディを ものともしない舞の海のよう

な、きらりと光る存在であればと思ってい

ます。

とはいえ、私自身、大変な時代の大変な

環境の中で、高専の一教師として、これら

の重要な教育に取 り組み、同時に、 しっか

りと研究 も進めて行かなければならないこ

ともまた事実です。会員の皆様の、私共高

専教師の教育・研究に対する御助言と御指

導をお願いしたい昨今です。

音響機器 における

振動とは

石塚 真一

(ナ カ ミチ リサーチlttl)

音響機器 と振動につい

11にεお話ししましょう。私どもの会社は音響
・情報機器の研究開発を行っており、現在

私は、コンピュータ解析、並びに振動・制

御に関する研究を行っています。

音響機器、いわゆるオーディオにおいて、

振動解析はあまり行われていなかった。そ

れが最近急激に注目されてきています。

オーディォはご存 じの通 り、音楽を聞 く

ための装置であり、音楽信号をマイクロ

フォン等で電気信号に変換 し、そこから先

はほとんど電気の世界で、振動が音質に影

響することは経験的に解っていながらも、

見逃されていた。それはなぜかを考えてみ

よう。

1つ はオーディオで扱 う振動帯域は20～

20kHzと 機械振動として見ると大変広 く、

そのレベルも低く、対象とする物の大きさ

も小さく、測定が困難であった。2つ めは、

FEM、 モー ド解析などの振動解析システ

ムが高額であったため、ォーディオ機器な

どの様な商品規模の小さいものには適用 し

にくかった。

これらの問題は前者はレーザー ドップラ

に代表されるような非接触測定器が比較的

安価に手に入るようになり、後者にしても、

ソフ トはどんどん安 くなり、ハー ドもワー

クステーションやパソコンの急激な能力向

上により、もはや解決されつつある。

さて、現在オーディオ機器においても振

動解析技術が適用できるようになった中

で、なぜその様な技術が注目されているの

だろうか。簡単に言って しまえば、良い音
力
を出すには、振動を無視 して通れない、と

言う事になるが、 もう少 し詳 しく覗いてみ

よう。現在オニディオと言えば、CDに 代

表されるディジタルオーディオである。

CDで はピックァ ップをディスクに追従さ

せるため、フォーカスサーボ、トラックサー

ボが不可欠であり、これ らのサーボ特性を

向上させるためには、 もはや振動特性を無

視 しては行えず、振動解析技術が重要とな

る。

また、振動が音質に及ぼす影響としては、

モーターやスピーカーからの音圧による微

細な振動が、サーボを不必要に働かせたり、

あるいは、回路基盤上の素子を振動させ、

特性を乱 した りすると言われているが、

ディジタルオーディォでは9odB)以 上の

ダイナ ミックレンジが無条件に保証される

ため、今まで問題にならなかった細かい問

題が浮き彫 りにされてきたのである。また、

DATの ような超高密度記録を行 う場合、

振動は、その信号記録特性を劣化させる原

因にもなる。

か くしてオーディオにおいても振動解析

は重要度を増 してきているが、まだまだ十

分に行われているとは言えす、始まったば

かりである。 しかも音質という非常にあい

まいな、感性とを結びつけなければならな

い。これから先 も、その感性に振動解析技

術が少 しでも貢献できるよう、一層の努力

をしていきたい。
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荒川 敏明

(タ ダノ)

今年のスポーツイベン

トの中で私が最も注目しているのが、カリ

フォルニアのサンディエ ゴ沖で争われる

ヨットレースのアメリカズ・カップです。

日本か らもCAEを 駆使 して設計 したチャ

レンジ艇 「NIPPON」 がエ ン トリしてい

ます。スキッパー (艇長)に前回の大会で

ニュージーランド艇に乗 り大活躍 したクリ

ス・ディクソンを迎え、ひょっとすると初

挑戦で予選 レースに勝ち残 リアメリカ艇と

銀カップを争うのではないかと期待 してい

ます。 もしもアメリカ艇に勝ち、銀カップ

を日本に持ち帰ろうもんならアメリカの世

論は日本非難で沸き返 り、宮沢内閣も対策

に苦慮するのではないかと、瀬戸内海での

んびリセーリングしなが ら余計な心配を し

ています。

さて、遊びの話はこれ くらいにして仕事

の話をしたいと思います。私の仕事は自走

式建設クレーンの構造物の開発です。最近、

街で建設クレーンを見かけない日はないく

らいクレーンは私たちの生活に身近なもの

になってきました。特にここ数年、労働力

不足に対応するための省力化投資で需要は

大幅に伸び、ついに世界の約半分のクレー

ンを日本で消費するまでになりました。生

産量は世界の半分以上を日本で生産 してい

ます。生産は急激に伸びたのですが、解決

されなければならない課題が大きなテーマ

から小さなまで数多く残っているのが現状

です。

自走式クレーンは、ブーム (ク レーンの

腕の部分)の長さと角度や旋回角度および

ワイヤロープの巻き上げ長さなどの作業姿

勢を変えなが ら吊り荷を目的地まで移動さ

せるのが主な作業です。作業姿勢を変化さ

せるとクレーン構造物や吊り荷の振動固有

値も変化 します。クレーンの振動を支配す

るブームはガタを持ち、非線形振動の発生

し易い構造になっています し、ブームを伸

縮 させる際には摩擦が働 き自励振動が発生

す る原因に もなっています。

また、 自走式 クレーンはその機動性の良

さか らさまざまな作業において使用されて

います。そ してそれぞれの作業において求

め られる強度は静的な強度のみならず動的

な強度 も変わってきます。それに対応する

ため、各作業における動特性を把握 してお

くことが必要 となります。

制御に関 しては、油圧技術と電子技術の

複合化によリクレーンの運動を制御で きる

ようにはな りましたが、振動を制御す るに

は至 っていません。

クレー ン作業時の振動の制御 も含めた自

動化 システムを構築するためには、 クレー

ンに関する研究が拡大することが不可欠で

発系三泉t:どを寛ちとどを監極辱こR「鞘|

す。

VCセ ミナーに参加して

蔭山  満

(lttl大林組 技術研究所)

私がVCセ ミナーに参加させて頂

くようになったのは4年前からの

ことです。当セミナーは、幹事の

方々によって選別された海外の最新制御技術文献を担当す

る講師の方によって内容紹介を行い、短時間で世界レベル

の研究成果をマスターしようとするもので、この様な機会

を与えて頂いている機械学会とセミナーの幹事の方々にあ

らためて感謝の意を表したいと思います。私の従事する建

築分野では、近年、ビルの高層化によって問題となる中小

地震及び強風時の揺れに対する居住性の改善や、高度技術

化によってIC工場を始めとする精密加工産業及び研究施

設の高度な無振動環境が求められるようになってきまし

たとこの様な社会的ニーズに対応するため、自己流でアク

ティブ制振の研究を始めていた頃、当セミナーからのお誘

いを受けて参加させて頂きました。初参加の折り、制御の

専門用語の知識が乏しいため講師の説明が殆ど理解出来ま

せんでしたが、当セミナー参加者全員の最新技術に対する

熱意と活発な意見交換に見られる自由な雰囲気に感銘した

ことを覚えています。最近、建築学会でもアクティブ制振

の分野は活発な活動がなされており、当セミナーの先生方

の中にも、建築・土木構造物の制振問題に目を向けて頂い

ている事に、建築技術者として、頼もしくまた嬉しく思っ

ています。

また、学会レベルでも、機械学会との共催によって『ア

クティブ制震 (振)シ ンポジウム/ヮークショップ』が平

成 4年 3月 23日～25日 に開催されることになっており、今

後このような交流が更に進んで行くことを期待していま

す。

ジ|



APVC'91に 参 加 して

「有意義な参加と楽しかったオーストラリアの旅」

,銀 舵

(姫路工業大学)

11月 24日 から29日 までオース トラリアのメルボルンで開催さ

れたアジア・パシフィック振動会議に出席する機会を得た。幸

い 3週間の体暇をとることができたので、会議終了後、オース

トラリアの各地を家族で旅行することにした。

国際会議ィ＼の出席は初めてであり、英語の全く苦手な私には

不安な旅立ちであったが、会議登録後に催されたバーベキュー

パーティで緊張がほぐれてきた。翌日から講演原稿を暗記しよ

うと試みたが、とても暗記できるものではなく、発表当日は原

稿を棒読みするはめになった。他の日本の先生方の流暢な講演

には大変心亡、させられた。

会議期間中に催されたバンケットでは、言葉の壁を乗り越え

て色々な国の人達と話をすることができ、とても楽しかった。

|⌒手のバンケットに出席するギけでも、オーストラリアに来た価

イ直カキ分あったと思う。

さて会議が終わり、いよいよ家族旅行だ。アデレードでは、

||ぢ
甲与棄含要姦登懲尼亀究書

g否
揉塚ζ琵!｀キf長ホ:T今去

子供達は自然の中で実にのびのびと暮らしている。日本では子

供が水浴びして遊んでいれば、すぐに母親が飛び出してきてし

かるだろうが、オース トラリアでは頭から足までずぶぬれに

なっても気にもとめない。 (も っとも乾燥しているの翻]民はす

ぐに乾くのであるが。)町を歩いている若者は実に生き生きと

している。はだしであるいている女性もいれば、公園の噴水で

パンツ‐枚になって水浴びしている男性もいる。これは行き過

ぎた例であるとは思うが、とにかく子供達の個性を伸ばすには

オーストラリアはいいところだと思う。オーストラリア人から

見れば、日本人は皆同じように見えるだろう。

アデレードからアリススプリングス (有名なエアーズロック

に一番近い駅、といっても500kmぐ らい離れているが)へ向か

う列車 (ザ・ガン)の中ではヨンダクター (車掌)が鼻歌を歌

いながらステップを踏んでやってきた。`列車の出発が 1時間も

遅れていたので心配して聞いてみたところ、大丈夫といって笑

いとばされた。 (実は時差の関係で遅 らせているようであっ

た。)ま た、町の中にはFOR SALEやFOR AUCTIONの
看板が目立ち、決して景気は良くないようであるが、人々に暗

さは見られない。オージー達は実に陽気で愉快である。

エアーズロックでは、自然の厳しさを味わった。年間降水量

が日本の lヶ 月分しかなく、夏の強烈な日差しを浴びて鉄分が

酸化し、大地は赤茶けている。そのような厳しい自然条件の中

でたくましく生きている植物を見ると感動する。水分を奪われ

ないように葉は針のように細く、下を向いているのは水滴を自

らの根元に落とすためだそうである。エアーズロックの頂上か

ら見る眺めは殺伐としており、日本の自然の豊かさをありがた

いと思った。

最後にオース トラリアの食事について一言。ベジマイトとい

うペース ト状のクリームがよく使われている。パンやビスケッ

トに塗って食べるものらしい。一見、チョコレー トクリーム風

なのでたくさん塗って食べたところ、思わず吐き出しそうに

なった。このベジマイトがおいしいと感じるようにならなけれ

ば、オース トラリアの食生活にはついていけないのではないだ

ろうか。

毎日が新しいl本写父であり、見るものすべてが新鮮に写った。

もっと英語ができればさらに楽しい旅ができただろうと思うと

残念でならない。英会話を勉強してまた戻ってくると漁心して

帰途についたが、その後英会話はまだ習っていない。
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機械力学計測制御部門登録者数

第 1位登録 第 2位登録 小   計 第 3位登録 合    計

登録者数 1,906 1,823 3,729 1,615 5,344

(平成 4年 2月 3日 現在 )

地区別登録者数については、平成 3年 8月 末現在の情報を下表に示す。

ン‥`
|IⅢ

地 区番 号 第 1位登録 第 2位登録 第 3位登録 計

0区 915 879 755 2,549

1区 58 53 47 158
2区 38 20 23 76

3区 257 275 235 767
4区 290 281 260 831
5区 97 101 86 284
6区 30 24 28 82

7区 76 52 53 181
8区 112 89 69 270
9区 1 1 2 4

計 1,869 1,775 1,558 5,202

Dynamics and Design Conference′ 92

の御案内

開催期間 :平成4年 7月 7日 (火)～ 11日 (上)

会  場 :北海道ニセコ町

ホテル日航アンヌプリ、ニセコいこいの村

原稿提出締切日 :平成 4年 5月 15日 (全)(厳守)

D&D′ 92は現在、東京の本部組織委員会と北海道の現地実

行委員会とで準備が進められております。すでに講演申込は3

月12日で締め切られており、先日最後のプログラム編成を終了

したところです。多 くの方からの申込があり本年も盛況な

D&D Conferenceに なることと思われます。特に、今回の目

玉の第 1は シンポジウム “スポーツとヒューマンダイナミク

ス"で医学 。人間工学という新しい領域とのジョイントをめざ

していること、第2に ワークショップ “宇宙におけるロボティ

クスと構造物制御の新展開で、特に4つの先端宇宙フォーラム

(無重力のロマン、宇宙往還機ホープ、知的適応構造物)を実

施すること、および機械力学・計測制御講演会として21のオー

ガナイズ ドセッションを組んでいることです。さらに、

v一 BASEフ ォーラム、特別講演会、基調講演、合併記念企

画、若手対象討論会、テクニカルツアー、スポーツ大会、音楽

会、懇親会等連日多彩な企画を予定しておりますとD&D′ 92

の日程は現時点では概ね以下のようです。 7月 は北海道ニセコ

で会いましょう !

・v― BASEは講習会とパラレルに実施します。
・テクニカルツアーは開催期間中 (7日 ～11日、交渉中 )に

実施予定。

詳細な問い合わせ先

D&D′ 92  本部組織委員会幹事

野波 健蔵  〒260千葉市弥生町 1-33

千葉大学工学部機械工学科

TE L 043-251-111l Ex.2930

FAX043-251-7387

D&D′ 92 北海道実行委員会幹事

成田 吉弘  〒006札幌市手稲区前田7-15

北海道工業大学工学部機械工学科

TEL 011-681-2161 Ex 244

FAX011-685-1030

ど′
Ⅲ,!

午前 午後 夜

7日 (火 ) シンポジウム シンポジウム 若手討論会

8日 (水 ) シンポジウム スポーツ大会 懇 親 会

9日 (木 ) 講 演 会 講 演 会 音 楽 会

10日 (金 ) 講 演 会 講 演 会 パネル討論会

H日 (上 ) ワークショップ ワークショップ



∩

「ダイナミクスにおける
先端技術研究会」の御案内

河村    庄蔵

(神戸大学 )

近年の技術革新のテンポは非常に速く、新しい原理や技

術が紹介されるとすぐに多くの研究がなさ才仏 数年後には

技術応用されている場合も少なくありません。しかし、そ

れらの原理や技術も紹介された当初は本当に役に立つのか

どうか全く未知であり、それらを研究していくには勇気が

必要であったと思われます。そしてそのような新しい原理

や技術に意欲的に取り組み、研究を進めていくのは若手の

研究者、技術者の仕事であると考えられます。

このような趣旨に基づき、比較的若手の研究者、技術者

が全面的に運営を行う新しいタイプの研究会として「ダイ

ナミクスにおける先端技術研究会 (Technical Section

on Emerging Techno10gies for Dynamics)」 が機

械力学・計測制御部門に設立されました。本研究会は、大

学や研究機関、民間企業などにおいて次世代を担うべき若

手の研究者、技術者が、機械力学・計測制御分野およびそ

の関連分野における最新の原理、技術を調査し、将来の研

究テーマを開拓しようとするものです。さらに開拓した

テーマを研究分科会へ発展させることも可能だと思いま

す。

参加者としては比較的若手の研究者、技術者をターゲッ

トとしており、それに合わせて取り上げるテーマもユニー

クなものを考えています。例えば、(a)そ の時点での機械力

学・計測制御分野およびその関連分野においてほとんどの

人が知らない未知の (萌芽的)原理や技術、(b)関連分野外

では研究が進みつつあるが関連分野での応用がほとんどな

く、しかも長期的には関連分野への影響が大きいと考えら

れる未体験の原理や技術、(C)関連分野の研究であっても専

門家以外には理解しがたい重要な技術などです。従来の研

究会、分科会、講習会との大きな違いは、テーマとして上

記(ak(b)の ような、(その時点では)役にたつのかどうか、

今後研究が進むのかどうか、すなわち海のものとも山のも

のとも全くわからないテーマも意欲的に取り上げようとす

る点です。従って、その時点では関心のないテーマであっ

ても、将来役に立つのかも知れないという期待をもって参

加してもらえたら幸いです。

運営に関しては当方で適当に委員を依頼した実行委員会

を中心に検討中ですが、現在のところ以下のようになりそ

うです。形式は一泊二日の講習会形式で、テーマに関する

代表的な研究者による講演とフランクなディスカッション

を行います。またそのテーマに関する研究を行っている若

手研究者にも参加してもらい、研究へのアプローチなどに

ついて参加者との間でできるだけ活発なやりとりがあるよ

うな企画を目指します。さらに参加者が自由に研究交換を

行える雰囲気を作ることも重要と考えております。第 1回

の研究会は下記のように開催する予定です。第 1回の研究

会への参加申し込み、本研究会への意見、要望、質問等は

西原修 (京都大学)までお願いします。皆様の率直なご意

見をお待ちしております。

なお、機械力学・計測制御部門内の他の若手関連企画

は、毎年開催される「D&D ConferenceJに おける「若

手討論会(D&D'91の時の名称)」 です。これは会議担当地

区の若手研究者、技術者が中心となって運営するもので、

毎年、特徴ある企画が催されます。本研究会への意見、要

望等は、その機会においても戴きたいと考えております。

皆様の積極的なご支援とご協力を心からお願い申し上げ

ます。

第 1回 ダイナミクスにおける先端技術研究会

平成 4年 5月 22日 (金 )～ 5月 23日 (土 )

コープイン京都

(1)人工現実感 (Virtual Reality)関 連

(2)H∞制御とダイナ ミクス関連
一

日

場

テ

時

所
マ

【.ォ抄

各種連絡先

〒606 京都市左京区吉田本町

京都大学工学部精密工学科

西原 修

Tel.07575卜 5855(直通 )

Fax 07「7717286(学科事務室 )

international Symposium
on irγ引pact Engineering

「衝撃工学・技術に関する国際シンポジウム」

のお知らせ

共  催 :日本機械学会ほか10学会

開 催 日 :1992年 11月 2日 (月 )～ 4日 (水)

場  所 :仙台市、仙台国際センター

研究発表内容 :

A.基礎分野 (1.弾・塑性波の伝播挙動、 2 高速変

形下における各種材料の挙動こ3.動的破壊じん性及
びき裂の挙動、4.衝撃工学における実験・測定方法、
5.熱衝撃及び衝撃疲労)

B。 応用技術分野 (1.衝突及び破壊問題へのコン

ピュータの適用、2.衝撃による損傷及びエロージョ

ン、3,コ ンクリート、上、砂、木材及び構造体の衝

撃応答、4.高速塑性加工、圧延、切断、及びウォー

タージェット加工等、 5。 その他、高速技術の基礎と

応用に関する諸問題)

発表予定論文総数は125編で、その内訳は国内80偏、国

外(10ヶ 国)よ り45編です。

登 録 料 :40,000円 (論文集代、晩餐費を含む)

学470,000円

問合せ先 :〒980 イ山台市青葉区片平 2丁目1-1
東北大学流体科学研究所

谷 順二

TEL(022)227-6200内 3340

FAX(022)223-2748
13
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The First international Conference

on Motion and Vibration Controt

(lSt MOViC)

第 1回 運動と振動の制御国際会議

(機械力学・計測制御部門 企D

日 時 :平成 4年 9月 7日 (月 )～11日 (金)

場 所 :パシフィコ横浜

主 催 :日本機械学会機械力学・計測制御部門、横浜市

協 賛 :ASME,I Mech E,CSME,IEA,CMES,VDI,KSME

論文提出締切日 :平成 4年 6月 1日 (月 )

事前登録締切日 :平成 4年 7月 1日 (水 )

趣 旨 :運動と振動の制御の研究分野は、いまや機械力学、制

御工学、メカトロニクス、ロボティクス、ビークル、

航空宇宙工学、建築、土木工学などの広範囲な学問領

域で不可欠な研究分野として大いに発展しておりま

す。さらに、この分野の研究は日進月歩であり、常に

新しい理論や手法の応用や機器の開発が試みられてお

ります。国際的聞とヽも日増しに高まっている状況にあ

ります。

そこで、このような広範な研究分野に属する世界の研

究者や技術者が一堂に会し、国際的な研究交流と情報

の交換を目的として、標題の国際会議を開催すること

になりました。会議は、昨夏横浜市にオープンした国

際会議場です。この会議とあわせて、わが国のこの分

野の研究機関の見学会も計画しておりますので、多く

の方々のご参加を期待しております。

なお、最新の情報としてアブス トラクト応募総数は200件(国

内107件、海外96件)を越えました。この結果、当初の予定を

1日 延長して 9月 7日朝からテクニカルセッションを始めるこ

ととなりました。また、9月 11日 (金)はチュー トリアル・セッ

ションとして “運動と振動の制御のためのわかるロバスト制御

基礎から最先端まで"を阪大の木村先生およびカリフォルニ

アエ科大学の」C Doyle先 生を講師として行います。現在

2nd Circularを 作成中で近 く配付できるものと思います。詳

細は下記までお問い合わせください。

Chairman 〒239 横須賀市走水 1-10-20

防衛大学校機械工学教室

背戸 一登

TEL 0468-41-3810 Ex.2326

FAX0468-43-6286

Secretary 〒260千葉市稲毛区弥生町 1-33

千葉大学工学部機械工学科

野波 健蔵

TEL 043-251-111l Ex.2930

FAX043-251-7337

Secretary 〒223横浜市港北区日吉 3-14-1

慶應義塾大学理工学部機械工学科

吉田 不日夫

TEL 045-563-1141 Ex.3122

FAX045-563-5943

アジアパシフィック振動会議'91報告

日本側実行委員会幹事 金子 成彦

(東京大学)

1991年 11月 24日 ～29日 にメルボルンのモナシュ大学におい

てアジアパシフィック振動会議 '91が開催されました。

最終参加者リストによると、参加者総数は162名で、その内訳

は、日本67名、主催国オーストラリア59名、韓国18名、中国 8

名、アメリカ3名、カナダ2名、台湾 1名、香港 1名、ニュー

ジーランド1名、旧ソ連 1名、パプアニュ▼ギニア 1名でし

た。前回と同様に主要参加国の代表によるキーノートスピーチ が行われ、日本からは松下修巳氏 (日 立製作所)が「疑似モー

ダル解析のローターダイナミクスヘの適用」と題する講演をさ

れました。会議終了後、現地組織委員会によるツアーが組ま

れ、ビールエ場の視察やフェアリーペンギンのパレード、金鉱

の跡地や自然動物園の見学など盛り沢山の企画によってオース

トラリアを満喫することができました。日本側実行委員会では

会議終了後、ニュージーランドの大学 。研究所と地熱発電所見

学を企画しました。27名の参加があり、オークランド大学、オ

ハアキ地熟発電所、ウェリントン国立研究所を見学し、12月 6

日に帰国しました。今回の会議にご協力戴いた方々tbと よヽり感

謝すると共に大きなトラブルもなく無事終了したことをご報告

いたします。なお次回のアジアパシフィック振動会議は日本を

開催国として19鯛年に開かれる予定です。

等
●  ‐



機械力学・計測制御部門の研究会および分科会の紹介
ご関心をもたれる方は、ぜひ問い合わせ先へ連絡を取 られてみて下さい。

区分 コー ド番号 名称 (期間) 主   査
間い合わせ先

幹  事 幹事のTelおよびFax

地

区

研

究

会

(1)A― TS10-1

(2)A―TS10-2

(3)A― TS10-10

(4)A― TS10-11

(5)A― T810-16

先端技術に関わる振動制御研究会

(862.8～H4.7)
振動研究会   (863.10～ H5.9)

東北地区

関西地区

中国 と四国地区 振動音響技術研究会
(Hl.8～ H5

北海道ダイナ ミクス研究会 (H2.10～ H7
5)
9)

北陸信越 動的解析・設計研究会
(H3.10-H8,9)

寺内 喜男
(福山大 )

山田  元
(北 大)

佐藤 秀紀
(金沢大 )

長南 征二

(東北大)

岩壺 卓三

(神戸大)

清水 信行
(い わき明星大 )

松久  寛
(京 大 )

小泉 孝之
(三菱電機 )

中川 紀壽
(広島大 )

小林 幸徳
(北 大 )

岩田 佳雄
(金沢大 )

矢鍋 重夫

(長岡技大 )

Tel(0246)29-5111内 503

Fax(o246)28-5415
Tel(078)881-1212内 5134

Fax(o78)881-0036
Tel(06)491-8021内 3631

Fax(06)491-9711

Tel(0824)22-7111内 3254

Fax(o824)22-7193
Tel(011)716-2111内 6409

Fax(oll)746-0194
Tel(0762)61-2101内 257

Fax(o762)63-3849
Tel(0258)46-6000内 7131

Fax(o258)46-6972

ё

分

科

会

(1)P― SC169

(2)P― SC171

(3)P― SC181

(4)P― SC195

(5)P一 SC207

(6)P― SC218

スポーツエ学 に関す る調査研究分科会

(H1 7～H4.6)
流体制御問題解決手法 に関す る調査研究分科会

(Hl,7～H4.6)
油圧機器 システムの制御 とダイナ ミクスに関す
る調査研究分科会

(H2.1-H4.12)

動 システムの設計と最適化に関する研究分科会
(H2.9～ H4 8)

知能電磁材料 システムに関する調査研究分科会
(H3.5～ H5 4)

運動と振動のアドバンストコントロール研究分科会
(H3.9～ H5,8)

長松 昭男
(東工大 )

谷  順二

(東北大)

吉田 和夫
(慶応大)

三浦 公亮
(宇宙研 )

林  叡
(東北大 )

藤沢二三夫
(岐阜大 )

藤井 孝蔵
(宇宙研 )

/卜 山  糸己

(明 大 )

武藤 高義
(岐阜大 )

末松 良一

(名 大 )

自井 正明
(日 本鋼管 )

高木 敏行
(東北大 )

川田 誠一

(都立大 )

Tel(9427)51-3911内 2814

Fax(o427)59-4256
Tel(044)934-7180
Fax(o44)934-7907
Tel(0582)30-HH内 4241

Fax(o582)30-1886
Tel(052)781-5111内 2769
Fax(o52)781-9243
Tel(044)322-6256
Fax(o44)322-6521
Tel(022)227-6200内 2738

Fax(o22)223-2748
Tel(0426)77-2731
Fax(o426)77-2717

＼ ノ

専

P日

帰ll

研

究

会

(1)A― TS10-3

(2)A― TS10-4

(3)A― TS10-5

(4)A― TS10-6

(5)A― TS10-7

(6)A― TS10-8

(7)A― TS10-9

(8)A― TS10-12

(9)A― TS10-13

10A― TS10-14

11ll

tDA― TS10-17

非線形振動研究会 (S63.H～H5.10)

ロータ・ダイナ ミクス・セ ミナー研究会
(S63.10～H4,8)

FIV研究会       (Hl.6～ H4.2)

宇宙構造物のダイナ ミクスに関する研究会
(Hl.7～ H5,6)

モー ド解析研究会

回転体力学研究会

5～ H6.4)

4～H6.3)

(Hl

(Hl

振動制御セ ミナー研究会  (H1 7～    )

振動基礎研究会     (H2.10～ H7.9)

振動工学データベース研究会

(H3.1～ H6.3)

電磁力関連のダイナ ミクス研究会

(H3.4～H8.3)

計測制御問題研究会   (H3 6～ H8.5)

ダイナ ミクスにおける先端技術研究会
(H4.5～ H9.4)

渡辺  武
(山梨大 )

岩壺 卓三

(神戸大 )

原  文雄
(東理大 )

谷 順二

(東北大)

長松 昭男
(東工大)

岩壺 卓三
(神戸大)

背戸 一登

(防衛大)

清水 信行
(いわき明星大)

松下 修巳

(日 立 )

谷 順二

山本圭治郎
(神奈川工大 )

西原  修
(京 大 )

安田 仁彦
(名 大 )

田中 正人

(東 大 )

金子 成彦
(東 大 )

辻本 良信
(大阪大 )

吉田 和夫
(慶応大 )

名取 通広

(文部省宇宙研 )

内田  勝
(東北大 )

大熊 政明
(東工大 )

小野 京右
(東工大 )

中川 紀壽
(広 島大 )

野波 健蔵
(千葉大 )

木村 康治
(東工大 )

斉藤  忍

(石川島播磨 )

古池 治孝
(川 崎重工 )

長屋 幸助
(群馬大 )

進藤 裕英
(東北大 )

対ヽ山   4己
(明治大 )

川島  剛
(神奈川工大 )

Tel(052)781-5111内 2780

Fax(052)781-9243
Tel(03)3812-21H内 6373

Fax(03)3812-0835
Tel(03)3812-2111内 6429
Fax(o3)3818-0835
Tel(06)844-1151
Fax(06)845-3372
Tel(045)563-1141内 3122

ax(045)563-3421
1(0427)51-3911、 3975

Fax(o427)59-4256
1(022)222-1800内 4197

Fax(o22)268-3688
Tel(03)3726-1111内 4060
Fax(o3)3729-0563
Tel(03)3726-1111内 2171

Fax(o3)3729-0563
Tel(0824)22-7111内 3254

Fax(o824)22-7193
Tel(0472)51-1111内 2930

Fax(o472)51-7337
Tel(03)3726-■ 11内 3179
Fax(o3)3729-0628
Tel(03)3534-3351

Fax(03)3534-3322
Tel(078)921-1626

Fax(078)923-2437
Tel(0277)22-3181内 513

Fax(0277)44-5966
Tel(022)222-1800内 4488

Fax(022)268-2949
1(044)934-7180

044)934-7907

1(0462)41-1211内 3502

0462)42-6806
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開 催 日 名 称 場  所

3月 31日 ～ 4月 4日 第69期 通常総会 横浜国大

5月

5月 28日 ～29日

ニューラルネット関連のチュー トリアル・ レビュー・ シンポジウム (ま たは11月 )

講習会 「ニューラルネットとチュー トリアルユース」と関連論文発表 箱   根

6月 10日 ～ 12日

6月 17日 ～ 19日

6月 22日 ～24日

6月 26日

シンポジウム 「第 4回 電磁力関連のダイナ ミックス」

電気学会他との共催 (第 4回 の幹事学会は電気学会 )

協賛or共催希望“The First」 apan一 Czechoslovak Joint Seminar on Applied ElectrOmagnetics
in Materials"(プ ラハ、チェコスロバキア )

協賛or共催希望“The First hternational WOrkshop on ElectrOmagnetics in Fusion Devices"

(グ ラツ、オース トリア)

講習会 「実務者のための速習 レクチャーシリーズ :や さしい騒音測定と対策」

金   沢

チ ェコ

オーストリア

金  沢

7月 7日 ～10日 講演会“Dynamics&Design COnference'92" 北 海 道

9月 7日 ～11日 国際モ蚤言義“The First lnternational Conference onふ 710tiOn and Vibration Contr。 1カ 横   浜

10月 第70期 全国大会 信 州 大

■月 2日 ～ 4日 国際会議“InternatiOnal Symposium on lmpact Engineeing" 仙   台

平成 4年

幹事とニュースレター編集責任者を
退任して

野波 健蔵

(千葉大学)

幹事を引受るに際して私は巡航速度に達している部門だから

大変ではないだろうと気楽に考えておりましたが、実際は機械

力学部門が計測自動制御委員会と合併した最初の年となり、組

織運営においてこれまでの “慣例"が R日適用できないことが

多々ありました。しかし、前金子幹事の適切かつ要領を得た“幹

事マニュアル"、 運営委員会、企画委員会および皆様の心強い

ご支援に支えられて何とか1年間努めることができました。

部門は今、第 3位登録者約1,600名 含めて5,300余 名という

大所帯となりました。本部門がこうした多くの会員の注目を集

め、かつ期待に応えるためには実体を伴った文字通りの機械力

学・計測制御部門となること、常に時代を先取りしていく部門

活動を実践することであると思います。この意味で幹事の果た

す役割が大きいことを痛感しております。微力ながら今年は旧

機械力学部門と旧計測自動制御委員会の活動の接点を探るこ

と、広げることに気を配りました。しかし、まだまだ不十分で

年 間 カ レ ン ダ ー
機械力学・計測制御部門行事予定一覧 (平成 4年 1月 現在)

これらに関するお問い合わせは、学会事務局 (北 氏正雄,Tel.03-3379-6781、 Fax 03-3379-0934)へお願いいたします。

この大きな課題は是非、背戸委員長、木村幹事のもとで実らせ

て頂きたいと願っております。

また、幹事=ニュースレター編集責任者ということで第7号

と第 8号を担当致しました。当初ニュースレターをもっと斬新

な読みやすいものに変えようと意気込みましたが結果的にカ

ラー印刷を採用 した程度で した。 これは逆に言えば、今の

ニュースレターが歴代の幹事をされた吉試先生、山川先生、金

子先生のもとで十分に洗練されたものになっており、的確な最

新情報を会員の皆様に提供していると言うことです。一方、鈴

木部門委員長のアイデアで全国大学等研究者一覧を今期ニュー

スレター号外として2回発行しました。これは反響を呼んでお

り成功した企画と思われます。ところで、部門も大きくなり幹

事としての事務量も増えているので、幹事がニュースレター編

集責任者を兼ねるのは今期限りにすべきと思っておりました。

幸いにして木村先生が幹事、大熊先生がニュースレター編集責

任者という分業化が実現できたことは負担の軽減のみならず、

今後の部門活動の新たなる飛躍につながることと確信致しま

す。

最後に、D&D′ 92終了まで実質的に “開放"さ れませんが、

今後は部門の一員として協力させて頂きます。

☆☆☆発言広場への投稿募集☆☆☆

次号では「発言広場」を設けたいと考えています。部門の運営活動に対する意見や提案、新 しい活

動企画の提案、本部門に関連する研究動向など、何でも結構ですから、どしどし投稿 してください。

字数は原則とし      締め切りは久Д方狽 とし、匿名による投稿も歓迎いたします。

なお、本ニュースレターは全会員の皆さんが特派員として成り立つ情報メディアです。取り上げた

い情報がありましたら随時ご連絡下さい。

◆投稿先 :〒 152 東京都目黒区大岡山 2-12-1
東京工業大学 工学部

、       大熊 政明

■DVHAMECS
編 集 室

日本機械学会機械力学・計測制御部門  編集責任者 大熊 政明 (東工大)

〒151東京都渋谷区代々木二丁目4番9号    Tel o3(3726)1111内 4060  Fax 03(3729)0563
新宿三信ビル5階 電話 03-3379-6781 編集委員  小山  紀 (明治大) 木村 康治 (東工大)
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